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別 刷　市民カレンダー
７月の行事／日曜日・祝日診療など

別 刷　障がい者福祉・介護予防ガイドブック

今月の表紙

二十歳のスタッフを募集します

安全、安心かつおいしく

ちょっこしレシピ/シリーズ人権

美術展作品募集

下水道への接続/歴史資料館連載

たうんとぴっくす

健康の窓

新刊図書紹介

「ジョーホーの森」各種お知らせ

まちのタカラ（裏表紙）

　快晴の中、開催された小学校陸上大会。
今年は４年ぶりに観客の入場や児童の声
出し応援が可能となり、５種目で６つの
大会新記録が出るなど、とても賑やかな
大会となりました。６年生男子100ｍ走
決勝で１位となった池田大

ひ ろ と

翔くん（広瀬
小、写真右）は、「自己新記録も出せたし、
２年連続で１位になれてうれしかったで
す」と話していました。
撮影日／５月17日　　場　所／安来運動公園陸上競技場

４年ぶりの声援の中を力走

　「令和６年安来市二十歳の集い」の企画・運営等に参
加いただける人を募集します。
■安来市二十歳の集いの期日・場所■安来市二十歳の集いの期日・場所
　令和６年１月３日㈬・総合文化ホールアルテピア
■募集内容■募集内容
※応募者多数の場合は、人数に達し次第募集を締め切り
ます。
実行委員　若干名
　安来市二十歳の集いの企画、司会、式典当日に配布す
るしおりのデザインなどを行います。
式典当日のピアノ伴奏　１人
■対象■対象
　平成15年４月２日から平成16年４月１日の間に生まれ
た人
■実行委員会の開催期日・時間■実行委員会の開催期日・時間
　８月上旬～12月にかけて、５回程度（１回あたり２時
間程度）
■実行委員会の開催場所■実行委員会の開催場所
　安来庁舎　ほか
■応募方法■応募方法
　氏名、住所、電話番号（日中連絡がとれるもの）を明
記の上、メール、ＦＡＸ、電話等で申し込みください 。
※ピアノ伴奏で応募する人は、その旨をお知らせくださ
い。
■応募締切■応募締切
　７月７日㈮必着
■連絡先■連絡先
　安来市二十歳の集い実行委員会事務局（地域振興課内）
　担当：松澤、松本
メール　chiikishinkou@city.yasugi.shimane.jp
Tel 　２３- ３０７１
Fax　２３- ３１５５
　詳しくは市ホームページ（右２次元コー
ド）をご覧ください。

令和６年安来市二十歳の集い令和６年安来市二十歳の集い
実行委員会「二十歳のスタッフ」実行委員会「二十歳のスタッフ」

を募集しますを募集します
特集：やすぎの給食

問い合わせ　地域振興課　☎２３- ３０７１
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特集：やすぎの給食特集：やすぎの給食

　安来市では、平成28年４月から始まったセンター式給食。当初は中学校４校と安来幼稚園への提供か
らスタートしましたが、令和４年４月からは全ての小中学校がセンター式給食となっています。
　また、令和５年６月からは給食の米飯に、玄米の栄養を残し食味と消化性に優れた「金芽米」を使用
するなど、安来の児童・生徒の健やかな成長のために給食は大きな役割を担っています。
　そこで、今号は安来市のセンター式給食についてご紹介します。

　

現
在
、
市
内
全
て
の
小
中
学
校
と

安
来
幼
稚
園
に
約
３
１
０
０
食
の
給

食
を
提
供
し
て
い
る
安
来
市
給
食
セ

ン
タ
ー
は
、
平
成
27
年
12
月
に
完
成

し
、
翌
年
４
月
か
ら
稼
働
を
開
始
し
た

給
食
調
理
施
設
で
す
。
愛
称
は
「
ハ
ッ

ピ
ー
ク
ッ
ク
」
で
、給
食
を
作
る
人
は
、

給
食
で
ハ
ッ
ピ
ー
（
幸
せ
）
も
つ
く
る

と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

施
設
の
特
徴
と
し
て
、
Ｈハ

サ

ッ

プ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

（
危
害
分
析
重
要
管
理
方
式
）
に
準
拠

し
た
厳
格
な
衛
生
管
理
と
快
適
な
調

理
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
と
は
、

原
料
の
受
け
入
れ
か
ら
製
品
が
完
成

す
る
ま
で
の
全
て
の
工
程
の
中
で
考

え
ら
れ
る
危
害
（
異
物
混
入
、
汚
染
な

ど
）
を
分
析
し
、
危
害
を
防
止
す
る
た

め
に
重
要
な
工
程
を
管
理
（
継
続
的
監

視
、
記
録
）
す
る
衛
生
手
法
で
す
。

　

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
手
法
に
基
づ
き
、
調

理
場
内
は
全
面
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
（
調

理
場
内
の
床
を
濡
ら
さ
ず
に
乾
燥
状

態
を
維
持
し
て
、
細
菌
の
繁
殖
を
防
ぐ

空
間
を
作
る
。）
の
採
用
や
、
調
理
工

程
別
に
部
屋
の
区
画
化
を
施
し
て
い

ま
す
。　

　

次
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
給
食
が
で
き
る

ま
で
の
流
れ
を
ご
紹
介
し
ま
す

安全、安心かつおいしく安全、安心かつおいしく

▲調理員が下処理エリアから汚染されたエ
プロンを着たまま調理エリアに入らないよ
う作業エリアごとに仕切られ、食材のみが
専用パススルー窓から運び込まれます。

▲床に水が落ちないように設計されたシ
ンク。このほか、回転釜などの調理機器
やカート類などもドライシステムに対応
したものとなっています。

安来市給食センター安来市給食センター
　　　　　　　　　　““ハッピークックハッピークック””

（飯島町　アルテピアの隣）（飯島町　アルテピアの隣）
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いただきます！

給食ができるまで給食ができるまで
下処理室

ここがポイント！

野菜や果物を洗う
時は３槽のシンクで
槽を変えながら３回
洗って異物を取り除
きます。

調理室

和え物室 揚物・焼物・蒸し物調理室

配送室 アレルギー対応調理室

ここがポイント！

アレルギー対応食を
作る調理員は、調理
開始から終了までア
レルギー対応調理室
で作業を行い、アレ
ルギーの原因となる
ものの混入を防ぎま
す。

ここがポイント！

食中毒を防止するた
め、和え物やサラダ
の食材も必ず一度加
熱します。冷却中の
細菌の繁殖を抑える
ため、食材は真空冷
却機を使って急速に
冷却します。

①下処理①下処理

②調理②調理

③配送③配送

炊飯炊飯 ④配膳④配膳

▲コンテナは給食セ
ンターの愛称「ハッ
ピークック」と書か
れたトラックで運ば
れます。

▲クラスごとに分けられ
た食缶を各学校に運ぶコ
ンテナの中に入れていき
ます。

▼食缶や食器の入った
コンテナを専用のト
ラックに載せて安全運
転で各学校に運びます。

▲副食、米飯（またはパ
ン・麺）、牛乳が各学校
に運ばれ配膳されます。

▲アレルギーの原因となるも
のが混入しないようにアレル
ギー対応食を作るためだけの
部屋で調理が行われます。

▲食材を一度加熱した後、
10℃以下に冷却してから調
味料を加え、和え物やサラ
ダを作ります。

▲長さ４ｍの揚物機の中
をコンベアで運ばれなが
ら揚げ物ができあがって
いきます。

▼均一に熱を通すス
チームコンベクション
オーブンで焼き物や蒸
し物を作ります。

▼蒸気回転釜は１台で
1,000人分の汁物を作る
ことができます。

▲均等に熱が通る400
リットルの蒸気回転釜で
汁物や炒め物の調理をし
ます。

▲米飯はＪＡしまねやすぎ地
区本部米飯加工センターで炊
かれ、各学校に運ばれます。

▲調理前の食材を細かく
チェックしながら洗います。
また、別の部屋では肉や魚の
下ごしらえをします。
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特集：やすぎの給食

「
給
食
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」
と

書
い
て
あ
る
手
紙
を
読
む
と
、
こ
の
仕

事
を
し
て
良
か
っ
た
と
感
じ
ま
す
し
、

学
校
か
ら
返
っ
て
き
た
空か

ら

の
食
缶
を
見

る
と
本
当
に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
い
し
く
食
べ
て
も

ら
う
た
め
に
安
全
・
安
心
な
給
食
を
作

る
の
で
、
残
さ
ず
食
べ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

高
め
る
と
言
わ
れ
る
成
分
が
多
く
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
は
金

芽
米
を
食
べ
て
病
気
に
な
ら
な
い
丈

夫
な
体
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
金
芽
米
は
精
米
加
工
の
過
程

で
水
を
使
用
し
て
お
ら
ず
、
汚
水
を
出

さ
な
い
製
法
を
用
い
て
い
る
こ
と
か

ら
、
環
境
保
全
に
も
一
役
買
っ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
に
は
金
芽
米
を
通
じ

て
、
自
分
が
育
っ
て
い
る
安
来
の
環
境

を
学
び
、
環
境
を
守
る
こ
と
に
も
目
を

向
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

献
立
は
、
成
長
期
の
子
ど
も
た
ち
に

必
要
な
栄
養
素
が
取
れ
る
よ
う
に
考

え
て
い
ま
す
。
安
来
に
は
良
い
食
材
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
有
機
農
産
物

は
も
ち
ろ
ん
、
美お

い味
し
ま
ね
認
証
（
産

品
が
島
根
県
の
定
め
た
農
業
生
産
工

程
管
理
基
準
に
基
づ
き
生
産
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
認
証
す
る
制
度
）
を
受
け

た
農
産
物
や
そ
の
他
の
地
元
食
材
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
分
た
ち
が
給
食
で
何
を
食

べ
て
い
る
の
か
気
に
し
て
も
ら
う
た

め
に
、
毎
日
の
校
内
放
送
原
稿
を
作
っ

て
い
ま
す
。
給
食
を
食
べ
な
が
ら
聞
い

て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
日
の
給

食
で
食
べ
て
い
る
食
材
の
栄
養
の
こ

と
や
、
給
食
に
登
場
し
て
い
る
地
元
の

食
材
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
は
、
給
食
を
通
し

て
自
分
の
健
康
に
つ
い
て
少
し
で
も

考
え
た
り
、
安
来
の
良
さ
を
知
っ
て
、

給
食
に
携
わ
る
人
た
ち
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
持
っ
た
り
し
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

〇
献
立
に
つ
い
て
（
栄
養
教
諭
）

〇
調
理
に
つ
い
て
（
調
理
責
任
者
）

　

給
食
の
調
理
で

は
、
と
に
か
く
異

物
が
混
入
し
な
い

よ
う
に
気
を
付
け

て
い
ま
す
。
野
菜

な
ど
の
食
材
を

し
っ
か
り
洗
う
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
手
袋
の
破
れ
が
な
い

か
、
毛
髪
が
帽
子
か
ら
は
み
出
し
て
い

な
い
か
を
常
に
確
認
し
て
い
ま
す
。
刃

物
を
使
っ
た
調
理
器
具
に
つ
い
て
も
、

使
用
前
・
使
用
中
・
使
用
後
と
刃
が
欠

け
て
い
な
い
か
必
ず
点
検
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
お
い
し
く
食

べ
て
も
ら
う
た
め
に
、
味
の
染
み
込
ま

せ
方
や
お
い
し
そ
う
に
見
え
る
焼
き

色
の
付
け
方
、
食
べ
応
え
の
あ
る
食
感

の
出
し
方
な
ど
、
工
夫
を
し
な
が
ら
調

理
を
し
て
い
ま
す
。

　

給
食
を
提
供
し
て
い
る
学
校
の
子
ど

も
た
ち
か
ら
手
紙
を
も
ら
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。「
お
い
し
か
っ
た
で
す
」
や

　

６
月
か
ら
給
食
に
提
供
し
て
い
る

金
芽
米
は
、
特
殊
な
技
術
を
用
い
て
精

米
加
工
さ
れ
て
お
り
、
玄
米
の
栄
養
を

残
し
た
ま
ま
、
食
味
と
消
化
性
に
優
れ

た
コ
メ
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
、
食
べ

物
が
原
因
で
病
気
な
ど
に
な
る
こ
と

が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
思
い

か
ら
金
芽
米
を
使
っ
た
食
育
を
提
案

し
ま
し
た
。

　

金
芽
米
は
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル

な
ど
が
豊
富
な
ほ
か
、
自
己
免
疫
力
を

〇
米
飯
に
つ
い
て
（
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
）

　安来市給食センターでは、見学
を随時受け付けています。
　２階の見学窓から調理作業を見た
り、施設の特
徴や給食の作
り方など職員
の説明を聞い
たりできます。

見学を受け付けています見学を受け付けています

問い合わせ　安来市給食センター　
　　　　　　☎２７－７８９０

関
係
者
に

関
係
者
に

　
お
話
を
聞
き
ま
し
た

　
お
話
を
聞
き
ま
し
た

▲引き続き金芽米を使った食育を進
めていきたいと語る島根県農業協同
組合の山根盛治代表理事副組合長

▲子どもたちの学校生活のお手伝い
ができ、やりがいを感じると話す株
式会社東洋食品の荒木匠調理責任者

▲子どもたちが楽しみにするおいし
い給食をこれからも提供していきた
いと語る小林歩栄養教諭
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犯罪等により
　被害に遭った人やそのご家族へ
◎島根県犯罪被害者等支援総合窓口
（島根県環境生活総務課専用電話）
　☎０８５２-２８- ７８３０
◎安来市犯罪被害者等支援施策担当
窓口（安来市役所総務課内）
　☎２３-３０１５
　そのほかの窓口は島根県
ホームページをご覧ください。

 

のせるだけ！
やみつきトースト

228
　Kcal※１人分あたり

「安来高校生活科学部」のちょっこしレシピ

【作り方】
①　食パンにしらす、ちぎった大葉を広げ、その上にピザ
　用チーズをのせる。
②　①をオーブンかオーブントースターでチーズに焼き色
　がつくまで焼く。
③　皿にのせてできあがり。
・マヨネーズを食パンに薄く塗ることで、さらにおいしく
　食べられます。
・しらすのほかに、桜エビ、さけフレーク、カニカマ、のり、
　梅干しなどがよく合います。好みのアレンジを探してみ
　ましょう。

シリーズ
人権を
考える㊿

問い合わせ　人権施策推進課　☎２３-３０９５

▲
犯
罪
被
害
者
支
援
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
　
ギ
ュ
ッ
と
ち
ゃ
ん

問い合わせ　いきいき健康課　☎２３-３２２０

　暴行、傷害、交通犯罪、殺人・・・。「犯罪」は、
それ自体が人権を無視した行為です。
　犯罪被害者やその家族は、犯罪による直接的
な被害だけでなく、さまざまな二次被害にも苦
しめられることがあります。犯罪やその後遺症
により精神的、経済的に苦しんでいるにもかか
わらず、追い打ちをかけるようなメディアの過
剰取材、配慮に欠ける周囲の言動等で、名誉が
傷つけられたり、私生活の平穏が脅かされたり
するなど、多くの二次被害があると指摘されて
います。
　島根県においても、昨年 12月に、「犯罪被害
者等支援条例」が公布され、犯罪被害者の権利
や利益の保護を図るとともに、県民の誰もが安
心して暮らすことができる地域社会の実現をめ
ざした取り組みが進められています。
　「自分だけは、絶対に大丈夫」と思っていても、

犯罪被害者の人権
～犯罪被害は、決して

他人事ではありません～

犯罪に巻き込まれる可能性は、決してゼロとは
限りません。思いもよらず、被害者となってし
まった人たちが置かれている状況や心情につい
て、一人一人が正しく理解し、自分自身の問題
として考えていくことが大切です。
　そして、犯罪被害者や家族の人たちが安心し
て暮らせるよう、その人の気持ちに寄り添いな
がら、社会全体で支えていくことが、今、私た
ちに求められています。

＝人権尊重社会の実現をめざして＝

忙しい朝でも

簡単レシピ

大葉でさっぱり、しらす
とチーズの塩気がたまら
ない！
カルシウムもとれるアレ
ンジ自在トースト。

（材料）　　　（１人分）
食パン� ���５枚切り１枚
かまあげしらす� �� 15ｇ

大葉�������������１枚
ピザ用チーズ����� 15ｇ
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会期　９月 16 日㈯～９月 21 日㈭　10 時～ 18 時　
　　　　　（入場は 17 時 30 分まで、21 日㈭は 16 時 30 分まで。19 日㈫は休館）
会場　安来市総合文化ホール アルテピア展示室ほか

洋　画
・�油彩（混合素材を含む）は、10 号以上 130 号以下、水彩は画用紙四つ切り以上の作品で額装
すること。

・�版画は、サムホール程度を下限とし、額装すること。
・�油絵のガラスまたはアクリルの額装は不可。

デザイン
・�ポスター、イラスト、造形など平面または半立体の作品とし、ＣＧでも可。また、実在の企業名、
商品名、マーク・ロゴの使用は不可。

・サイズは、Ａ３以上Ｂ１以内。縦横は自由。

写　真
・パネルまたは額装とし、ガラスまたはアクリルの使用は不可。
・カラー、白黒とも半切（Ａ３、Ａ３ノビ可）。高校生以下は四つ切りでも可（Ａ４も可）。
・デジタル写真は可であるが、加工は不可。
・組写真は３枚以内とし、600mm× 900 ｍｍサイズのパネル、もしくは額装におさめること。

日本画
水墨画

・６号以上 20 号以下の作品で額装すること。
・軸装、ガラスまたはアクリルの額装は不可。

　　注意事項　　①出品点数：１部門一人２点まで。
　　　　　　　　②作品は自己の創作したもので、公募展未発表のものに限る。
　　　　　　　　③出品者において陳列のための装備をし、額の裏に必ずつりひもをつけること。
　　　　　　　　④観覧者の写真撮影やＳＮＳ発信等は制限しない。

【出品料】【出品料】出品点数（１点または２点）に関わらず、
　１部門一人1,000円（高校生以下は無料）
【出品資格】【出品資格】安来市在住・在勤・在学の人または市
　内の美術団体に所属する人。
【申込・搬入】【申込・搬入】▼日時：9月 11 日㈪ 14時～ 19時
　▼場所：総合文化ホール　アルテピア▼その他： 
　申し込みにあたっては、事前に電子
　申請を行うか、裏面の作品・出品目
　録カードをご利用ください。電子申
　請の詳細は右の２次元コードをご覧
　ください。
【搬出】【搬出】▼日時：９月21日㈭ 17時～ 19時▼場所：
　総合文化ホール　アルテピア
【審査・展示】【審査・展示】応募作品すべてを審査し、入選入賞
　作品を展示します。
【授賞】【授賞】入選作品の中で優秀なものには、市長賞、

　奨励賞、安来市文化協会賞、広瀬町文化協会賞、
　安来市加納美術館賞、中央画材賞、（株）山陰フ
　ジカラー賞を授与します。
【入選発表】【入選発表】安来市ホームページで発表します。受
　賞者には、直接電話でもお知らせします。
【審査員】【審査員】▼洋画部門：花谷 久代、山﨑 一枝、山崎 
　道弘、仲西 嗣雄▼デザイン部門：仲西 嗣雄、近
　藤 隆▼写真部門：小田原 利典▼日本画部門：吉
　岡 珠恵、角田 智竭、中川 端月（順不同）
【市民審査】【市民審査】観覧者の投票により市民賞を決めます。
　また、投票者の中から抽選で安来市の特産品をプ
　レゼントします。
【表彰式】【表彰式】▼日時：9月 17日㈰ 14時～▼場所：総
　合文化ホール　アルテピア小ホール
【主催】【主催】安来市美術展実行委員会、安来市

【部門および作品規定】

※裏面に出品目録カードがあります※裏面に出品目録カードがあります

作品を募集します
第 17 回 安来市美術展

安来市美術展
開催要項

作品募集中

広く市民から美術作品を募り、そのうちの優れた作品を展示して、発表
と鑑賞の機会をつくり、美術・文化の振興に寄与するために開催します
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第 17 回安来市美術展：開催要項

【連絡・問い合わせ】安来市美術展事務局　安来町1058番地（和鋼博物館内）　電話0854-23-2500 

【出品カード】【出品カード】展示目録に出品者の住所（行政町名ま
　で）と氏名を掲載します。行政町名までの掲載を希
　望しない場合は、出品カード下欄の「希望しない」
　を〇で囲んでください（市名と名前のみを掲載）。
　ただし、住所欄には、住所（番地まで）と電話番
　号を記入してください。
【個人情報】【個人情報】記入された個人情報は、安来市美術展
　の運営においてのみ使用し、他に使用しません。
【その他】【その他】作品は十分注意して取り扱いますが、不慮
　の事故の場合は責任を負いかねますので、ご了承く
　ださい。搬入・搬出の日時にご都合がつかない場合
　は、事前に事務局までご連絡ください。

会場案内図

作品カード ( 作品貼付用 )

ふりがな

題名

ふりがな

氏名

出品目録カード ( 受付用 )

部門
(〇で囲んでください)

洋画  デザイン
写真  日本画 ・ 水墨画

ふりがな

題名

ふりがな

氏名

住所
〒

電話番号
※つながりやすい連絡先をご記入ください

作品に対す

るコメント ・

撮影場所等

(任意 )

※展示目録等に掲載する住所を行政町名まで希望しない
場合は、「希望しない」を○で囲んでください。その場合、
市名までを掲載します。　　　・希望しない

第 17 回安来市美術展作品・出品目録カード
点線で切り取ってご利用ください

点線で切り取ってご利用ください

作品カード ( 作品貼付用 )

ふりがな

題名

ふりがな

氏名

出品目録カード ( 受付用 )

部門
(〇で囲んでください)

洋画  デザイン
写真  日本画 ・ 水墨画

ふりがな

題名

ふりがな

氏名

住所
〒

電話番号
※つながりやすい連絡先をご記入ください

作品に対す

るコメント ・

撮影場所等

(任意 )

※展示目録等に掲載する住所を行政町名まで希望しない
場合は、「希望しない」を○で囲んでください。その場合、
市名までを掲載します。　　　・希望しない

安来市総合文化ホール
アルテピア
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①浄化槽設置の補助
　個人が自費で浄化槽を設置する際に、設置費の一
部を補助します。今年度受付は 10 月頃までです。
　先着順で予算が無くなり次第受付を終了します。
○補助金額（豪雪地帯を
除く高度処理型浄化槽）
 ・５人槽　36 万円
 ・７人槽　46 万 2000 円
 ・10 人槽　58 万 5000 円
②市設置型浄化槽
　市が浄化槽を設置します。浄化槽の維持管理を市
が行いますが、別途負担が必要です。
　申請後に施工業者を選定するため、申請から工事
完了まで２～３カ月程度かかります。今年度受付は 
10 月頃までです。
　先着順で予算が無くなり次第受付を終了します。
○申請者が負担するもの
 ・受益者分担金　20 万円
 ・排水設備工事費　市の指定工事店に相談ください
 ・下水道使用料　水道使用量に応じて算定します
問い合わせ　下水道課　☎２３- ３３７０

下水道への接続と浄化槽による
水洗化を支援します

古
墳
時
代
の
安
来
市

　

３
世
紀
ま
で
独
自
の
文
化
圏
を
誇
っ

て
い
た
出
雲
地
域
も
、
ヤ
マ
ト
王
権
を

中
心
と
し
た
古
墳
文
化
に
取
り
込
ま

れ
、
中
海
沿
岸
か
ら
赤
屋
、
比
田
に
至

る
ま
で
多
く
の
古
墳
が
造
ら
れ
ま
す
。

　

安
来
市
の
古
墳
の
特
徴
の
一
つ
は
、

出
雲
地
域
で
最
も
有
力
な
豪
族
の
勢
力

が
数
百
年
に
わ
た
り
造
り
続
け
た
首
長

墓
が
古
代
出
雲
王
陵
の
丘
（
荒
島
町
）

周
辺
に
点
在
す
る
こ
と
で
す
。

　

も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
朝
鮮
半
島
由

来
の
金
銅
装
冠
飾
り
や
保
存
状
態
が
と

て
も
良
い
金
銅
装
大
刀
な
ど
、
歴
史
的

価
値
の
高
い
副
葬
品
が
多
数
出
土
し
て

い
る
こ
と
で
す
。

　

こ
の
う
ち
、月
坂
放
レ
山
５
号
墳（
月

坂
町
）
出
土
の
短
甲
、
鉄
ヤ
リ
、
刀
剣
、

矢
じ
り
、
銅
鏡
は
古
墳
時
代
中
期
の
出

雲
を
代
表
す
る
資
料
で
す
。
短
甲
と
は

鉄
製
の
よ
ろ
い
で
、
高
度
な
金
工
技
術

で
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ヤ
マ
ト

王
権
の
下
で
生
産
さ
れ
各
地
の
有
力
者

に
配
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

▲右：大成古墳（荒島町）出土の銅鏡（色が薄い部分は東京国立博
物館蔵）。同型鏡が大阪府と鳥取県で見つかっており、ヤマト王権
から分配されたと考えられています。左：造山２号墳（荒島町）か
ら出土した人物埴輪と円筒埴輪。

▲月坂放レ山５号墳（月坂町）か
ら出土した短甲。

　

安
来
市
立
歴
史
資
料
館
の
展
示
品

を
通
し
て
安
来
市
の
歴
史
を
紹
介
す

る
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
。
第
４
回
は
市

史
の
中
で
も
特
に
華
や
か
な
時
代
の

一
つ
、
古
墳
時
代
の
お
話
で
す
。

～
歴
史
資
料
館
資
料
～

連
載
④
知
っ
て
お
き
た
い

　
　
　
　
安
来
市
の
歴
史

問
い
合
わ
せ

　

歴
史
資
料
館　

☎
32-

２
７
６
７

　市では衛生的で快適なまちづくりのため、下水道
の整備と普及に努めています。また、下水道法に基
づき、供用開始後３年以内の接続をお願いしていま
す。ご理解いただき、一日も早く下水道への接続を
お願いします。
下水道に接続すると・・・
 ・水洗トイレが使えます
 ・周辺の溝や水路が清潔になり、害虫や悪臭がなく
　なります
 ・川や海がきれいになります
　接続に関するお問い合わせは、下水道課、または
指定工事店にお願いします。また、工事費の融資あっ
旋も行っていますのでご利用ください。
浄化槽区域にお住まいの人
　安来市には、公共下水道や集落排水の集合処理区
域がありますが、このほかの区域は浄化槽の設置を
お願いしています。浄化槽区域の場合、次の制度を
利用できます。
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このマークの記事は、関連
写真を「市公式フェイス
ブック」で公開しています。

　５月22日に、市と三菱自動車工業株式会社、
西日本三菱自動車販売株式会社は「災害時に
おける電動車両等の支援に関する協定」を締結
しました。協定締結により、災害時には、避難
所等での電力確保のため電動車両が市へ貸与
され、より安定した電力供給が可能となります。
　市では「安全で安心してくらせるまち」を目指
し、引き続き災害対策強化に取り組みます。

電動車両で災害時支援
市長日記市長日記

　４月22日から５月７日にかけて、広瀬町東比田
永田地区で「猿

さるがくれ

隠高原シバザクラ祭り」が開催され
ました。
　５月３日にはステージイベントが行われ、よさこ
い踊りや、シバザクラに囲まれた田んぼの中に設置
された特設ステージではジャズライブが行われるな
ど、祭りを盛り上げていました。
　永田地区では、10年前からシバザクラの植栽を
始め、現在は１万２千平方メートルに５万６千株の
シバザクラが植わっています。

５
万
６
千
株
が
お
出
迎
え

　５月25日に世界を股にかけて活動するケルト音
楽のクール系アイリッシュバンド「ＦＬＯＯＫ（フ
ルック）」が、アルテピアでの公演を前に広瀬中学
校で出張公演を行いました。
　演奏の合間には、質問コーナーなどがあり、生徒
が歌う安来節にあわせて即興で伴奏するなど観客と
一体となった楽しいステージとなりました。
　演奏を聴いた吹奏楽部の石田藍

あ い り

璃さんは、「私も
ＦＬＯＯＫのように楽しい雰囲気を伝えられるよう
な演奏をしたい」と話していました。

圧
巻
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

▲超絶技巧のホイッスル奏者、世界一と名高い
バウロン奏者などで構成されたＦＬＯＯＫ。

▲鮮やかに咲いたシバザクラを背景に記念写真
を撮るなど多くの人が来訪していました。

今月の1枚

　若者に自転車の魅力を伝え、安来を盛り上げたいと考
えた安来高校の生徒と安来青年会議所が共同で計画した
「チャリ旅」。高校生の目線から、カフェなどを中心に行
き先を設定しました。当日は穏やかな天気の中、安来を
楽しむツアーとなりました。� ４月30日：白鳥ロード

◀
協
定
締
結
後
、
電
動
車

両
に
よ
る
電
力
供
給
の
実

演
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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　５月５日に広瀬町広瀬の洞光寺で、お釈迦さまの
誕生を祝う「釈

し ゃ く そ ん ご う た ん え

尊降誕会花まつり」がありました。
この行事は、広瀬仏教会主催で昭和５年（1930年）
から続いており、今年は４年ぶりにきらびやかな装
束をまとった稚児行列も行われました。
　妹の琉

る い

唯さん、弟の律
り つ

くんと一緒に稚児として参
加した坂田葵

あ お い

唯さんは「初めて参加しました。冠が
思ったより重くて被るのが大変だったけど、友達が
見に来てくれてうれしかったです。また機会があれ
ば参加したいです」と話していました。

　５月21日にえーひだ市場前の田んぼで、４年ぶ
りに伝統芸能の花田植えが開催されました。機械を
使わない時代の田植えが再現された花田植え。人の
入った模型の牛が田んぼを整えた後、市の無形文化
財である追

お い が み

神頭
かしらうち

打の太鼓や踊り、左
さ げ

下唄という田植
え唄に合わせて一斉に田植えが行われました。
　田植えには地元の人だけでなく、島根総合福祉専
門学校の学生等も参加。錦織愛里さんは「膝下まで
水が張った中で苗をきれいに植えるのが難しく感じ
ました」と話していました。

唄
に
合
わ
せ
花
田
植
え

　全国的に交通事故防止のための取り組みを行う
「全国交通安全運動」。令和５年春の全国交通安全
運動は５月11日～20日に実施されました。市でも、
安来市交通安全協会が中心となり、通勤や子どもた
ちの登下校といった時間帯にあわせて街頭指導等を
行いました。
　11日には道の駅あらエッサで、米子市交通安全
協会などと合同でチラシ・グッズ配布を実施。ドラ
イバーに対し、ゆとりある運転やシートベルト着用
など、交通安全を意識するよう声かけしました。

安
全
運
転
の
意
識
向
上
を

４
年
ぶ
り
の
稚
児
行
列

学
校
給
食
に
金
芽
米
を
使
用

　５月10日に「安来市、島根県農業協同組合及び
東洋ライス株式会社の包括連携に関する協定」の締
結式がありました。
　この協定による最初の取り組みとして、６月５日
から市内全ての小中学校と安来幼稚園の米飯給食
を、東洋ライス株式会社の技術を用いて島根県農業
協同組合が精米加工を行う安来市産の「金芽米」に
切り替えています。「金芽米」は、ビタミンやミネ
ラルなどの滋養源である玄米の栄養を残したまま
の、おいしく、消化性に優れたコメです。

▲協定書に署名した東洋ライス株式会社の雜賀
代表取締役（左）、島根県農業協同組合の石川
代表理事組合長（中）と田中市長（右）。

▲当日は心配された雨もほとんど降ることなく、
18人の稚児が参加し、町内を練り歩きました。

▲あらエッサくんも自転車走行時のヘルメット
着用や鍵かけの徹底を呼びかけました。

▲華やかな衣装をまとった15人の早乙女が唄や
太鼓に合わせ田植えを行いました。
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　熱中症になった人への処置
○意識がある場合、反応が正常な時
１．涼しい場所へ避難させる
２．衣服を緩めるまたは脱がせ身体を冷やす
３．水分・塩分を補給する
○意識がない場合、反応がおかしい時
１．救急車を要請する
２．涼しい場所へ避難させる
３．衣服を脱がせ体を冷やす
４．医療機関に搬送する

　こんなときは熱中症かも？
軽症　めまい、立ちくらみ、筋肉痛、汗が止まら
ない
中等症　頭痛、吐き気、体がだるい（倦怠感）
重症　意識がない、けいれん、高い体温である、
呼びかけに対し返事がおかしい、まっすぐに歩け
ない、走れない

・�室内の温度、湿度を確認し、エアコンを利用す
る等、部屋の温度を調整する
▷�代謝や熱への慣れ、着
用している衣服などに
よって適温は異なりま
す。「ＷＢＧＴ値（暑さ
指数）」を検索・確認・
活用してみましょう。

・暑いときには無理をしない
・日傘や帽子を活用する
・涼しい服装をする
　急に暑くなった日は特に注意をしましょう。

　熱中症は、体内の水分や塩分のバランスが崩れ、
体温の調節機能がうまく働かないことによって、
体内に熱がたまり発症します。
　発症には、気温などの環境条件だけでなく、体
調や暑さに対する慣れなども影響します。気温が
それほど高くない日でも、湿度が高い・風が弱い
日なども発症しやすくなります。
　現在、新型コロナウイルス感染症予防のための
マスクの着用は個人の判断が基本となり、感染症
の位置づけは「５類感染症」になりました。今後
も感染対策に有効とされる「手洗い」や「換気」、「マ
スクの効果的な場面での着用」など基本的な対策
を心がけながら熱中症を予防しましょう。

健康の窓
実践してみましょう！実践してみましょう！
適切な予防・対処適切な予防・対処

■問い合わせ　いきいき健康課　☎ 23-3220

～熱中症は予防が大切～～熱中症は予防が大切～

　熱中症を予防する行動のポイント　

・のどが渇く前に水分補給する
・１日あたり 1.2 リットルを目安に水分補給する
・大量に汗をかいた時は塩分も補給する

・�規則正しい食生活をするとともに、こまめな水
分補給をする

・日ごろから体温測定、健康チェックをする
・�「やや暑い環境」で「ややきつい」と感じる運動
を毎日 30 分程度行う

・体調が悪いと感じたら、無理せず自宅で静養する

　熱中症は高体温状態になります。特に熱中症は高体温状態になります。特に
脳や心臓、肝臓、肺の細胞は熱に弱く、脳や心臓、肝臓、肺の細胞は熱に弱く、
重症の場合は多臓器不全が起きるなど、重症の場合は多臓器不全が起きるなど、
命に関わる状態になる可能性がありま命に関わる状態になる可能性がありま
す。す。
　水分を自力で飲めない、または症状が　水分を自力で飲めない、または症状が
改善しない場合はすぐに救急車を要請し改善しない場合はすぐに救急車を要請し
ましょう。ましょう。

　１．暑さを避けましょう 　２．こまめに水分補給をしましょう

　３．日頃から暑さに備えましょう
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New Books Introduction

著者
 柚木麻子

発行所
 講談社

解説
 辻良樹

発行所
 アルファベータブックス

文
 安東みきえ
絵
 牧野千穂

発行所
 アリス館

文
 岡部敬史
写真
 山出高士

発行所
 東京書籍

　オール・ノットって、全部ダ
メって意味じゃない！将来の希
望も持てない苦学生・真央の人
生は、バイト先である人物と出
会ったことで激変します。
　やってみよう、失敗したって
いい、一歩を踏み出す勇気がも
らえる一冊です。（田）

　暗い森に年老いた魔女が住ん
でいました。ある日、魔女のも
とに捨てられた少女がやってき
て・・・。
　呪いをかけるへそまがりの魔
女と、優しさに触れたことのな
い少女の心温まる物語です。（根）

　「うるかす」「もじく」「おちょ
きん」「まけまけいっぱい」何
のことかわかりますか。47 都
道府県の方言の意味、状態を写
真で解説。その地域でしかわか
らないお国ことばの数々を目で
楽しんでください。（板）

　山陰本線は、京都から始まり、
兵庫・鳥取・島根・山口を駆け
抜ける日本最長路線です。山陰
本線を走った名列車を、各地の
風景と共に写真で振り返ります。
　米子～安来間では、レンゲ畑
沿いを走る列車の美しい写真が
掲載されています。（川）

オール・ノット

山陰本線
1960 ～ 2000 年代の思い出アルバム

へそまがりの魔女

目でみる方言

新刊図書紹介図書館司書が選んだ注目の新刊を紹介します。

その他　新刊図書 NEW

シ
ス
テ
ム
更
新
に
伴
い

シ
ス
テ
ム
更
新
に
伴
い

新
サ
ー
ビ
ス
が

新
サ
ー
ビ
ス
が

加
わ
り
ま
す

加
わ
り
ま
す

　

７
月
１
日
㈯
か
ら
、
安
来
市
立

図
書
館
（
全
３
館
）
に
新
た
な
サ
ー

ビ
ス
が
加
わ
り
ま
す
。

　

主
な
新
サ
ー
ビ
ス
は
次
の
通
り

で
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
で
の
貸
出
機
能

　

図
書
貸
出
カ
ー
ド
を
お
持
ち
に

な
ら
な
く
て
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

提
示
に
よ
り
、
貸
出
処
理
が
で
き

ま
す
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用

さ
れ
る
場
合
は
、
初
回
に
設
定
が

必
要
で
す
。

自
動
貸
出
機
能

　

カ
ウ
ン
タ
ー
を
通
さ
な
く
て
も

図
書
を
借
り
る
人
が
直
接
、
据
置

型
バ
ー
コ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を
使
用

し
て
貸
出
処
理
が
で
き
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
貸
出
延

長
機
能

　

期
限
内
に
返
却
が
難
し
い
図
書

に
つ
い
て
、
電
話
か
ら
だ
け
で
な

く
、
パ
ソ
コ
ン
ま
た
は
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
か
ら
も
延
長
を
申
し
込
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
下
二
次

元
コ
ー
ド
）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●60歳のトリセツ� 黒川伊保子

●聞く習慣� いしかわゆき

●摂食障害がわかる本� 講談社

●赤い月の香り� 千早茜

●龍のはらわた� 吉田恭教

●三国志が好き！� 渡邉義浩

●釣り上達のコツ� メイツ出版

●すいとうのひとやすみ� 村上しいこ

●かいじゅうたくはいびん� 澤野秋文

●おちゃのえほん� かん

●ＬＩＮＥ完全マニュアル� 秀和システム

●医療事務スタッフになるには� 笹田久美子

その他の新着図書情報はその他の新着図書情報は
安来　図書館情報　検索

【問い合わせ】
やすぎ図書館……☎ 22-2574
ひろせ図書室……☎ 32-4455
はくた図書室……☎ 37-0050
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行　

政

行　

政

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

申
請
等
の
休
日
窓
口
を

開
設
し
ま
す

　

平
日
の
市
役
所
開
庁
時
間
の

ほ
か
に
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
交
付
申
請
や
受
け
取
り
が

で
き
ま
す
。
申
請
の
際
に
、
通

知
カ
ー
ド
と
官
公
庁
が
発
行
し

た
顔
写
真
付
き
本
人
確
認
書
類

を
お
持
ち
の
場
合
、
カ
ー
ド
を

郵
送
で
受
け
取
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
な
お
、
写
真
は
窓
口
で

撮
影
し
ま
す
。

日
時　

７
月
23
日
㈰
９
時
～
12

時場
所　

市
民
課
（
安
来

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

）

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

市
民
課　

℡
23-

３
０
８
３

持
ち
物　

基
礎
年
金
番
号
確
認

書
類
（
年
金
手
帳
な
ど
）
ま
た

は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
確
認
書
類
、

本
人
確
認
書
類
、
離
職
票
ま
た

は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

（
退
職
に
よ
る
特
例
申
請
の
人
）

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

市
民
課
、
広
瀬

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

、伯
太

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

、

松
江
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

（
松
江
市
東
朝
日
町
）

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

・
市
民
課

　

℡
23-

３
０
８
５

　

・
松
江
年
金
事
務
所

　

℡
０
８
５
２-

23-

９
５
４
０

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
ご
み

分
別
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
収
集
の

際
に
、
異
物
の
混
入
が
相
次
い

で
い
ま
す
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

は
主
に
プ
ラ
マ
ー

ク
（
下
画
像
）
が

あ
る
も
の
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
と

金
属
の
混
合
物
は
、
少
し
で
も

金
属
類
が
あ
れ
ば
「
金
属
類
」

の
分
別
に
な
り
ま
す
。

　

汚
れ
た
ま
ま
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
や
マ
ス
ク
、
竹
串
、
調
味

料
の
ビ
ン
、
灯
油
が
少
量
入
っ

て
い
る
灯
油
ポ
リ
タ
ン
ク
、
乾

電
池
が
入
っ
た
灯
油
ポ
ン
プ
・

お
も
ち
ゃ
等
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

類
の
日
に
出
す
こ
と
が
で
き
ま

　「第25回やすぎ刃物まつり」は、刃物を題材に、
安来と鋼との関わり、育んできた歴史と文化を見つ
め直す事業として、有名刃物産地の刃物展示販売を
はじめ、様々なイベント等を開催する予定です。
　イベントに関連して出店者等の募集を行います。
多くの市民の皆さん、事業者等のご参加をお待ちし
ています。
開催日　令和５年10月７日～８日
募集対象・締切　ステージ出演者　７月28日㈮
　　　　　　　　飲食・物販等出店者　８月２日㈬
　　　　　　　　協賛事業者　８月18日㈮
　申込状況により、早めに募集を終了する場合があ
ります。詳細は、市ホームページをご覧ください。● 地

● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

やすぎ刃物まつり実行委員会事務局
　（やすぎ暮らし推進課）　℡２３-３１０６

第25回やすぎ刃物まつり参加者募集第25回やすぎ刃物まつり参加者募集

▶
実
際
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
に
混

入
し
て
い
た
ご
み

況
に
応
じ
て
、
そ
の
全
額
ま
た

は
一
部
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
制

度
を
利
用
す
る
に
は
年
度
ご
と

に
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

過
去
の
免
除
が
受
け
ら
れ
る

期
間
は
、
申
請
時
点
か
ら
２
年

１
カ
月
前
の
月
分
ま
で
で
す
。

受
付
開
始　

令
和
５
年
度
分

（
令
和
５
年
７
月
～
令
和
６
年

６
月
）：
７
月
３
日
㈪

　

７
月
中
で
あ
れ
ば
令
和
３
年

６
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請

で
き
ま
す
。

せ
ん
。

　

灯
油
や
電
池
類
（
特
に
充
電

池
）
は
収
集
車
や
処
理
施
設
で

の
火
災
の
原
因
と
な
り
、
大
き

な
被
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。
ご
み
分
別
の
手
引
き

を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
安
全
に

ご
み
処
理
が
行
え
る
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

環
境
政
策
課

　

℡
23-

３
１
０
０

就
活
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
企

業
を
募
集
し
ま
す

　

主
に
就
職
活
動
を
ひ
か
え
た

大
学
生
等
に
向
け
て
開
催
す
る

「
や
す
ぎ
就
活
ス
タ
ー
ト
ガ
イ

ダ
ン
ス
」
へ
の
出
展
企
業
を
募

集
し
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
や
参
加
資

格
等
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
下
２
次

元
コ
ー
ド
）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

開
催
日　

８
月
11
日
㈮
㈷

場
所　

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

や
す
ぎ
暮
ら
し
推
進
課

　

℡
23-

３
０
５
９

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

・
納
付
猶
予

　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
状
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庁…庁舎
地…地域センター

健…安来市健康福祉センター
…総合文化ホールアルテピア

申…申し込み先
問…問い合わせ

交…交流センター
伯…伯太保健センター 総

Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
に

「
ご
み
分
別
ガ
イ
ド
」
を

追
加
し
ま
し
た

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
市
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
使
用
で
き
る
Ａ
Ｉ

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
に
「
ご
み
分

別
ガ
イ
ド
」を
搭
載
し
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
か
ら

ご
み
分
別
ガ
イ
ド
を
開
き
、
処

分
し
た
い
ご
み
の
名
称
を
入
力

す
る
と
分
別
方
法
が
表
示
さ
れ

ま
す
。

　

分
別
が
わ
か
ら
な
い
も
の

は
、
こ
ち
ら
を
利
用
し
、
正
し

い
分
別
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

等
の
長
さ
１
ｍ
当
た
り
８
万
円

を
限
度
）
の
３
分
の
２
（
上
限

26
万
４
０
０
０
円
）

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

建
築
住
宅
課

　

℡
23-

３
３
２
５

ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽
し
い

花
火

　

花
火
遊
び
は
、
迷
惑
に
な
ら

な
い
場
所
・
時
間
・
後
始
末
で

行
い
ま
し
ょ
う
。

▽
花
火
に
書
い
て
あ
る
遊
び
方

を
よ
く
読
み
必
ず
守
る　

▽
花

火
を
人
や
家
に
向
け
た
り
、
燃
え

や
す
い
も
の
が
あ
る
場
所
で
遊

ん
だ
り
し
な
い　

▽
手
持
ち
の

筒
型
花
火
は
、
手
の
位
置
に
注
意

す
る　

▽
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ

な
ど
を
用
意
す
る　

▽
風
の
強

い
と
き
に
遊
ば
な
い　

▽
大
人

と
一
緒
に
遊
ぶ　

▽
た
く
さ
ん

の
花
火
に
一
度
に
火
を
つ
け
ず
、

１
本
ず
つ
遊
ぶ　

▽
正
し
い
位

置
に
正
し
い
方
法
で
点
火
す
る

▽
花
火
の
筒
先
に
顔
や
手
を
絶

対
に
出
さ
な
い
・
途
中
で
火
が
消

え
て
も
絶
対
に
筒
を
の
ぞ
か
な

い　

▽
花
火
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
入

れ
な
い　

▽
危
険
な
た
め
、絶
対

に
花
火
を
ほ
ぐ
し
て
遊
ば
な
い

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

消
防
本
部
予
防
課

　

℡
23-
３
４
２
７

　安来庁舎の１階に「福祉総合相談窓口」を開
設しました。
　安来市社会福祉協議会の相談員が常駐し、市
民の皆さまの福祉に関するご相談に対応すると
ともに、適切な制度や機関に丁寧につなぐ相談
窓口です。
　気軽にお立ち寄りください。
開所日　平日（月～金）※市役所閉庁日を除く
受付時間　９時～12時、13時～16時
場　所　安来庁舎１階ロビー
相談予約　℡０８０-１１７４-３２０６

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

安来市社会福祉協議会　℡２３-１８５５

「福祉総合相談窓口」を開設しました「福祉総合相談窓口」を開設しました

Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種

日
時　

７
月
12
日
㈬
13
時
15
分

～
14
時
15
分
（
受
付
時
間
）

場
所　

●
●
●
●
●
●
●

対
象　

令
和
５
年
１
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
予

防
接
種
予
診
票

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

子
ど
も
未
来
課

　

℡
23-

３
２
２
２

発
育
測
定

日
時　

７
月
28
日
㈮
10
時
～
11
時

場
所　

●
●
●
●
●
●
●

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

子
ど
も
未
来
課

　

℡
23-

３
２
２
２

保　

健

保　

健

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

・
ご
み
分
別
に
つ
い
て
：
環

境
政
策
課　

℡
23-

３
０
５
９

　

・
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
に
つ
い

て
：
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
室

　

℡
23-

３
１
２
１

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
早
急
な

安
全
点
検
を

　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
安
全
を
確

保
す
る
こ
と
は
所
有
者
の
責
務

で
す
。
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

を
放
置
す
る
と
、
地
震
時
に
倒

壊
・
転
倒
し
、
人
に
危
害
を
加

え
た
り
、
避
難
や
救
助
を
妨
げ

た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
安
全
な
塀
で
あ
る

か
を
点
検
し
、
危
険
な
場
合
は

付
近
を
通
行
す
る
人
へ
の
速
や

か
な
注
意
表
示
と
補
修
・
撤
去

等
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
安
全
確
保
助

成
事
業

　

通
学
路
沿
い
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀

等
の
除
却
や
フ
ェ
ン
ス
等
へ
の

建
て
替
え
の
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。
助
成
を
受
け
る
に

は
要
件
が
あ
り
ま
す
。
計
画
前

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　

４
月
～
10
月
末
ご
ろ

助
成
金
額　

対
象
工
事
費
（
塀

→国道９号
　　　方面

↓木戸川方面

福祉総合
相談窓口
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乳
幼
児
健
診

※
時
間
は
受
付
時
間
で
す

●
４
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所　

７
月
６
日
㈭
13

時
～
14
時
15
分
・

●
●
●
●
●
●
●

対
象　

令
和
５
年
２
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
健

診
ア
ン
ケ
ー
ト
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
９
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所　

７
月
31
日
㈪
13

時
～
14
時
15
分
・

●
●
●
●
●
●
●

対
象　

令
和
４
年
９
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
バ

ス
タ
オ
ル

●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所　

７
月
20
日
㈭
９

時
～
10
時
15
分
・

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

対
象　

令
和
３
年
12
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、健
診

ア
ン
ケ
ー
ト
、
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル

●
３
歳
児
健
診

日
時
・
場
所　

７
月
20
日
㈭
13

時
～
14
時
15
分
・

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

対
象　

令
和
２
年
２
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
健

診
ア
ン
ケ
ー
ト
、
当
日
朝
の
尿

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

子
ど
も
未
来
課

　

℡
23-

３
２
２
２

集
団
検
診
（
健
診
）

　

詳
し
く
は
、
広
報
や
す
ぎ
６

月
号
（
５
月
19
日
発
行
）
と
あ

わ
せ
て
配
布
し
た
「
健
診
の
し

お
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
肺
が
ん
・
胃
が
ん
・
大
腸
が

ん
検
診

日
時
・
場
所　

▽
７
月
４
日
㈫

８
時
30
分
～
11
時
・
赤
江

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

　

▽
７
月
19
日
㈬
８
時
30
分
～
９

時
30
分
・

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

（
い
き
い
き
の
郷

は
く
た
）

●
肺
が
ん
・
結
核
検
診

日
時
・
場
所　

▽
７
月
４
日
㈫

13
時
～
13
時
15
分
・
安
来
市
学

習
訓
練
セ
ン
タ
ー
、
13
時
35
分

～
13
時
50
分
・
西
中
津
公
会
堂

▽
７
月
19
日
㈬
13
時
～
13
時
15

分
・
長
田
公
会
堂
、
13
時
25
分

～
13
時
40
分
・
安
田

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

、
13
時

55
分
～
14
時
15
分
・
大
木
集
会

所●
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診

日
時
・
場
所　

７
月
19
日
㈬
８

時
30
分
～
11
時
、
13
時
～
15
時
・

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

（
い
き
い
き
の
郷
は
く
た
）

●
特
定
健
診
・
大
腸
が
ん
検
診

日
時
・
場
所　

７
月
19
日
㈬
９

時
～
11
時
・

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

（
い
き
い
き
の

郷
は
く
た
）

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

い
き
い
き
健
康
課

　

℡
23-

３
２
２
０

　「Ｆａｍｉｌｙ Ｃｏｎｃｅｒｔ～オーケストラで聴くジブリ音楽～」を実施し
ます。ジブリ作品の音楽を、N 響団友ポップスオーケストラが演奏し、木村弓氏

（「千と千尋の神隠し」の「いつも何度でも」などを歌唱）、井上あずみ氏（「天空
の城ラピュタ」の「君をのせて」などを歌唱）、本名陽子氏（「耳をすませば」の

「カントリー・ロード」などを歌唱）が歌います。家族
みんなでお楽しみください。
演奏曲目
　世界の約束、カントリー・ロード、君をのせて、デッ
キブラシでランデブー、海の見える街、いつも何度でも、
となりのトトロ、さんぽ、風の谷のナウシカ　など
日時　令和５年９月９日㈯ 15時～（開場14時30分）
場所　

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地

料金　全席指定　※（　）内は当日料金　
・一般前売り　1,500円（2,000円）
・高校生以下前売り　1,000円（1,500円）
　この公演の入場料は、宝くじの助成により特別料金になっ
ています。
前売り券販売開始日時　７月８日㈯ 10時
注意事項
・３歳未満のお子さんは入場できません。
・前売り入場券が完売した場合、当日券の販売はありません。
・車椅子席をご利用の方は、

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地

にお問い合わせください。
・�高校生以下券は、当日入場時に学生証（生徒手帳）等を提示 

いただきます。

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

文化課　℡２３-３０３９
　アルテピア　℡２１-０１０１

ジブリ楽曲をオーケストラで楽しみませんかジブリ楽曲をオーケストラで楽しみませんか

木村　弓氏 井上あずみ氏 本名陽子氏
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庁…庁舎
地…地域センター

健…安来市健康福祉センター
…総合文化ホールアルテピア

申…申し込み先
問…問い合わせ

交…交流センター
伯…伯太保健センター 総

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

子
育
て
支
援
講
座
（
７
月

３
日
㈪
９
時
受
付
開
始
）

※
要
申
し
込
み

●
よ
し
と
の
ワ
ク
ワ
ク
！
読
み

聞
か
せ
ラ
イ
ブ

　

絵
本
作
家
の
よ
し
と
さ
ん
が

安
来
に
や
っ
て
き
ま
す
。
家
族

で
歌
っ
て
踊
っ
て
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　「まちゼミ」とは、市内のお店が、生
活に役立つ専門知識や趣味の知識を無料
でお伝えする少人数制の講座（ゼミナー
ル）です。「まちゼミ」に参加して、お
店の魅力に触れたり、店主との交流を楽
しんだりしませんか。
開催期間　６月25日㈰～７月31日㈪
　※開催日時は講座により異なります。
参加方法　各店に電話で申し込みください。
　※材料費・教材費が必要な講座もあります。
　講座の内容など、詳しくは安来商工会
議所のホームページ（右２次元コード）
をご覧ください。● 地

● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

安来商工会議所　℡２２-２３８０

「第15回安来まちゼミ」開催

る
場
合
：
免
状
交
付
日
ま
た
は

受
講
日
後
に
お
け
る
最
初
の
４

月
１
日
か
ら
３
年
以
内
）

②
講
習
を
受
け
た
後
、
引
き
続

い
て
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従

事
し
て
い
る
人
：
前
回
受
講
日

以
後
に
お
け
る
最
初
の
４
月
１

日
か
ら
３
年
以
内

申
請
締
切　

８
月
13
日
㈰

　

申
請
書
は
消
防
本
部
予
防

課
、
広
瀬
・
伯
太
各
分
署
、
比

田
分
駐
所
に
設
置
し
て
い
ま

す
。

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

島
根
県
危
険
物
保
安
協
会

連
合
会

　

℡
０
８
５
２-

22-

７
２
０
２

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
安

来
・
夏
の
水
泳
教
室

日
程　

▽
１
期
…
７
月
24
日
㈪

～
28
日
㈮　

▽
２
期
…
７
月
31

日
㈪
～
８
月
４
日
㈮

時
間　

９
時
15
分
～
10
時
15
分

定
員　

各
期
50
人
（
先
着
順
）

対
象　

３
歳
～
小
中
学
生

参
加
費　

各
期
５
０
６
０
円

（
会
員
は
４
５
１
０
円
）

申
込
方
法　

６
月
28
日
㈬
11
時

か
ら
申
し
込
み
を
開
始
し
ま

す
。
参
加
費
を
お
持
ち
の
上
、

直
接
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
電

話
や
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
メ
ー
ル

で
の
申
し
込
み
は
受
け
付
け
て

い
ま
せ
ん
）。

　

送
迎
バ
ス
等
詳
細
は
申
し
込

み
時
に
お
伝
え
し
ま
す
。

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

安
来
市
民
プ
ー
ル　

ス
イ
ミ

ン
グ
ス
ク
ー
ル
安
来

　

℡
22-

０
８
４
８

安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

公
共
職
業
訓
練
受
講
生
募
集

情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
②

　

再
就
職
に
向
け
た
職
業
訓
練

を
実
施
し
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
技

能
資
格
取
得
や
企
業
で
生
か
せ

る
応
用
力
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。

日
時　

９
月
１
日
㈮
～
11
月
28

日
㈫
９
時
～
15
時
50
分

　

※
原
則
㈯
㈰
㈷
は
休
み
、
訓

練
期
間
は
３
カ
月
で
す
。

対
象　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
所
長
の

受
講
指
示
・
受
講
推
薦
又
は
支

援
指
示
を
受
け
ら
れ
る
人

そ
の
他　

▽
定
員
15
人　

▽
受

講
料
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
等
は

個
人
負
担
）　

▽
雇
用
保
険
受

給
者
は
基
本
手
当
等
が
支
給

（
訓
練
受
講
給
付
金
も
対
応
）

募
集
期
間　

７
月
３
日
㈪
～
８

月
９
日
㈬

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
す
ぎ

　

℡
22
‐
２
５
４
５

日
時　

７
月
15
日
㈯
10
時
～
11
時

場
所　

●
●
●
●
●
●
●

運
動
指
導
室

●
子
ど
も
の
た
め
の
Ｕ
Ｖ
対
策

＆
暑
さ
対
策
講
座

　

夏
に
大
敵
の
紫
外
線
や
熱
中

症
。
お
子
さ
ん
の
Ｕ
Ｖ
ケ
ア
や

暑
さ
対
策
に
つ
い
て
親
子
で
お

話
し
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

し
っ
か
り
対
策
を
し
て
暑
い
夏

を
元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　

会
場
で
託
児
ス
タ
ッ
フ
が
お

子
さ
ん
を
見
守
り
ま
す
。
小
さ

い
お
子
さ
ん
連
れ
の
人
も
安
心

し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

７
月
19
日
㈬
10
時
30
分

～
12
時

場
所　

●
●
●
●
●
●
●

運
動
指
導
室

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

子
ど
も
未
来
課　

　

℡
23-

３
２
２
２

離
乳
食
教
室
（
要
申
込
）

※
時
間
は
受
付
時
間
で
す

日
時
・
場
所　

７
月
25
日
㈫
▽

５
～
６
カ
月
児
…
９
時
45
分
～

10
時　

▽
７
～
８
カ
月
児
…
13

時
30
分
～
13
時
45
分
・

●
●
●
●
●
●
●

申
込
締
切　

７
月
24
日
㈪

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
冊

子
「
ご
は
ん
手
帳
」（
４
か
月

児
健
診
時
に
配
布
）、
試
食
用

の
ス
プ
ー
ン
（
大
人
用
・
子
ど

も
用
）

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

子
ど
も
未
来
課

　

℡
23-

３
２
２
２

令
和
５
年
度
危
険
物
取
扱

者
保
安
講
習

実
施
日　

８
月
23
日
㈬

場
所　

安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン

タ
ー

対
象
者
・
受
講
期
限　

①
新
た

に
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事

す
る
人
：
従
事
日
か
ら
１
年
以

内
（
過
去
２
年
以
内
に
免
状
の

交
付
ま
た
は
講
習
を
受
け
て
い
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相　

談

相　

談

13
日
㈭
・
26
日
㈬
13
時
30
分
～

16
時
（
６
日
は
17
時
ま
で
）・

松
江
保
健
所
（
松
江
市
東
津
田

町
）　

▽
７
月
27
日
㈭
13
時
30

分
～
16
時
・

●
●
●
●
●
●
●

担
当
者　

精
神
科
医
師
、保
健
師

そ
の
他　

事
前
に
予
約
が
必
要

で
す

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

松
江
保
健
所

　

℡
０
８
５
２-

23-

１
３
１
６

行政相談をお受けします

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

島根行政監視行政相談センター　℡０８５２-２１-３６３０
●安来市担当行政相談委員（委嘱期間：令和７年３月31日まで）

　行政相談委員は、総務大臣が委嘱した民間有識者（ボランティ
ア）で、定期的に行政相談所を開設し、無料で相談を受けます。
　住民の身近な相談相手として、役所の仕事に関する苦情、意
見、要望、問い合わせなどの相談を受け、関係行政機関に対し
改善の申入れを行うなどして、その解決の促進を図っています。

▲高木敏朗
（安来地区）

▲坂田博
（広瀬地区）

▲辻谷洋子
（安来地区）

▲妹尾秀樹
（伯太地区）

毎
月
第
１
・
３
日
曜
日
に

休
日
相
談
を

実
施
し
て
い
ま
す

　

高
齢
者
に
関
す
る
幅
広
い
相

談
を
お
受
け
す
る
と
と
も
に
、

介
護
、
医
療
、
福
祉
、
保
健
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
や
地
域

で
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
紹

介
を
し
ま
す
。

日
時　

７
月
２
日
㈰
、
16
日
㈰

９
時
30
分
～
12
時
（
16
日
は
10

時
か
ら
「
成
年
後
見
制
度
に
つ

い
て
」
を
テ
ー
マ
に
ミ
ニ
講
座

を
開
催
し
ま
す
）

場
所　

安
来
中
央

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

相
談
料
・
予
約　

無
料
・
不
要

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

高
齢
者
ま
る
ご
と
相
談
セ
ン

タ
ー　

℡
32-
９
１
１
０

栄
養
相
談

（
無
料
・
要
予
約
）

　

食
生
活
や
健
診
結
果
な
ど
、

管
理
栄
養
士
が
専
門
的
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

日
時
・
場
所　

▽
７
月
11
日
㈫

９
時
30
分
～
16
時
・
安
来
中
央 ● 地

● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

　

▽
７
月
25
日
㈫
９
時
～
11

時
・

●
●
●
●
●
●
●

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

い
き
い
き
健
康
課

　

℡
23-

３
２
２
０

心
の
健
康
相
談
（
無
料
）

　

心
の
病
気
や
悩
み
、
ア
ル

コ
ー
ル
問
題
、
も
の
忘
れ
に
関

す
る
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

日
時
・
場
所　

▽
７
月
６
日
㈭
・

安
来
市
学
習
訓
練

セ
ン
タ
ー
主
催
の
教
室

　

い
ず
れ
も
同
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
開
催
し
ま
す
。

●
パ
ソ
コ
ン
な
ん
で
も
相
談

　

パ
ソ
コ
ン
の
使
い
方
を
自
由
に

何
度
で
も
教
え
て
も
ら
え
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
の
不
具
合
・
修
理
は

対
応
し
て
い
ま
せ
ん
。

開
催
日　

平
日
（
予
約
制
、
当

日
予
約
可
）

時
間　

▽
10
時
～
12
時　

▽
14

時
～
16
時

受
講
料　

１
時
間
に
つ
き

１
０
０
０
円

そ
の
他　

▽
事
前
の
申
し
込
み

が
必
要
で
す　

▽
パ
ソ
コ
ン
・

プ
リ
ン
タ
ー
・
デ
ジ
カ
メ
の
持

ち
込
み
可　

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
・
メ
ー
ル
は
当
セ
ン
タ
ー
の

パ
ソ
コ
ン
の
み
利
用
可

●
パ
ソ
コ
ン
個
人
指
導

　

分
か
ら
な
い
こ
と
が
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
集
中
的
に
学
べ
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

受
講
料　

１
回
（
２
時
間
）

４
０
０
０
円

そ
の
他　

▽
受
講
日
時
は
事
前

に
相
談
く
だ
さ
い　

▽
パ
ソ
コ

ン
、
デ
ジ
カ
メ
持
ち
込
み
可

　

キ
ャ
ン
セ
ル
は
３
日
前
ま
で

に
お
願
い
し
ま
す
（
２
日
前
か

ら
は
受
講
料
が
発
生
し
ま
す
）。

●
パ
ソ
コ
ン
体
験
教
室

　

初
心
者
大
歓
迎
で
す
。
パ
ソ

コ
ン
に
さ
わ
っ
て
簡
単
な
操
作

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
訓
練
セ

ン
タ
ー
備
え
付
け
の
パ
ソ
コ
ン

で
行
い
ま
す
。
事
前
の
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。

開
催
日　

平
日
の
み（
予
約
制
、

当
日
予
約
可
）

時
間　

▽
10
時
～
12
時　

▽
14

時
～
16
時

受
講
料　

１
時
間
に
つ
き

１
０
０
０
円

●
認
定
職
業
訓
練
受
講
生
募
集

実
践
パ
ソ
コ
ン
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
基

礎
②
コ
ー
ス

　

在
職
者
を
対
象
と
し
た
知

識
・
技
能
向
上
の
た
め
の
職
業

訓
練
で
す
。

開
催
日　

７
月
25
日
㈫
、
28
日

㈮
、
８
月
１
日
㈫
、
４
日
㈮
、

８
日
㈫
、
18
日
㈮
、
22
日
㈫
、

25
日
㈮
（
全
８
回
）

時
間　

17
時
45
分
～
19
時
45
分

受
講
料　

５
０
０
０
円

テ
キ
ス
ト
代　

２
２
０
０
円

申
込
締
切　

７
月
11
日
㈫

そ
の
他　

▽
申
し
込
み
は
在
職

し
て
い
る
会
社
を
通
じ
て
行
っ

て
く
だ
さ
い　

▽
定
員
10
人

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン

タ
ー　

℡
23-

１
７
５
０
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庁…庁舎
地…地域センター

健…安来市健康福祉センター
…総合文化ホールアルテピア

申…申し込み先
問…問い合わせ

交…交流センター
伯…伯太保健センター 総

そ
の
他

そ
の
他

消
費
者
問
題
弁
護
士
相
談

▽
９
時
～
12
時　

▽
人
権
施
策
推
進
課

　

℡
23-

３
０
６
８　

し
ま
ね
東
部
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

出
張
相
談
（
要
予
約
）

▽
14
時
～
16
時　

▽
サ
ポ
ス
テ
松
江　

　

℡
０
８
５
２-

33-

７
７
１
０

縁
結
び
相
談

「
は
ぴ
こ
交
流
サ
ロ
ン
」

▽
10
時
～
12
時　

▽
や
す
ぎ
暮
ら
し
推
進
課

　

℡
23-

３
１
７
９

海
上
保
安
官
募
集

海
上
保
安
学
校
学
生
採
用
試
験

（
４
月
入
校
）

受
付
期
間　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
：
７
月
18
日
㈫
～
27
日
㈭

第
１
次
試
験　

９
月
24
日
㈰

　

受
験
資
格
等
の
詳
細
は
、
海

上
保
安
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
下
２
次

元
コ
ー
ド
）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

境
海
上
保
安
部
管
理
課　
　

　

℡
０
８
５
９-

42-

２
５
３
２

●
相
続
・
遺
言
相
談
セ
ン
タ
ー

日
時　

毎
週
火
曜
日
12
時
～
15

時
（
祝
祭
日
は
除
く
）

【
面
談
相
談
】

日
時　

７
月
15
日
㈯
13
時
～
17
時

場
所　

朝
日
会
館
（
松
江
市
東

朝
日
町
）

予
約
方
法　

電
話
に
よ
る
予
約

（
毎
週
月
・
火
・
木
曜
日
12
時

～
15
時
）

予
約
先

　

℡
０
８
５
２-

60-

９
２
１
１

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー

　

℡
０
８
５
２-

24-

１
４
０
２

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
８
５
２
‐
27-

８
５
１
０

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

【
電
話
相
談
】

　

℡
０
８
５
２-

60-

９
２
１
１

●
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー

内
容　

不
動
産
の
売
買
、
名
義

変
更
、お
金
の
貸
し
借
り
、ロ
ー

ン
返
済
、
悪
質
商
法
、
会
社
の

登
記
、
裁
判
、
調
停
、
成
年
後

見
等
高
齢
者
の
財
産
管
理
な
ど

日
時　

毎
週
月
・
木
曜
日
12
時

～
15
時
（
祝
祭
日
は
除
く
）

●楽山焼の茶碗で呈茶
開催日　７月30日㈰までの土曜、日曜、祝日
　開催しない日もありますので、事前にお問い
合わせください。
時間　①10時30分～　②11時～　
　　　③11時30分～　④13時30分～
　　　⑤14時～　⑥14時30分～
会場　茶室「如水庵」　
定員　各６人
　美術館受付で当日に申し込みください。
参加費　800円（お茶とお菓子代）

●開催中企画展
・企画展「楽山焼の色絵　－変わりゆくもの、
変わらぬもの－」
　松江藩の御用窯「楽山焼」について紹介します。

・加納莞蕾展「戦犯赦免から 70 年、今私たちは－」
会期　７月30日㈰まで
開館時間　９時～16時30分（入館は16時まで）
休館日　火曜日
入館料　一般　1,100円、高校生・大学生　550円、
　　　　中学生以下　無料● 地

● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

安来市加納美術館　℡３６-０８８０

●アートｄｅトーク（対話型鑑賞会）
　ひとつの作品を見ながら、何が見えるか数人
で対話しながら鑑賞します。
日時　７月２日㈰　①11時～12時
　　　②13時30分～14時30分
ナビゲーター　春日美由紀さん（みるみるの会）
会場　美術館展示室
参加費　無料（要入館料）

企画展「楽山焼の色絵－変わりゆくもの、
変わらぬもの－」関連行事

安来市加納美術館

各
種
定
期
相
談
は

市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
で

ご
確
認
く
だ
さ
い

　

相
談
は
無
料
で
す
。
相
談
時

間
・
問
い
合
わ
せ
先
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

行
政
相
談

▽
９
時
～
12
時　

▽
総
務
省
島
根
行
政
監
視
行
政

相
談
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
８
５
２-

21-

３
６
３
０

生
活
相
談

▽
９
時
～
16
時　

▽
社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
23-

１
８
５
５

看
護
職
の
就
業
相
談

　

看
護
職
の
求
人
・
求
職
相
談
、

看
護
情
報
の
提
供
な
ど
を
行
い

ま
す
。

　

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

●
就
業
相
談

日
時　

平
日
10
時
～
15
時

場
所　

島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン

タ
ー
（
松
江
市
袖
師
町
）

●
就
業
相
談
会
（
移
動
ナ
ー
ス

バ
ン
ク
）

日
時　

７
月
７
日
㈮
13
時
30
分

～
15
時
10
分

場
所　

く
に
び
き
メ
ッ
セ
（
松

江
市
学
園
南
）



秘
書
広
報
課
編
集

●広報紙にあなたの写真が載りましたら、差し上げますのでご連絡ください。
●自治会宛の発送等については、地域振興課（☎ 23-3067）までご連絡ください。

タカラ

のちま

〒
692-8686島

根
県
安
来
市
安
来
町
878-2　

 電
話
：
23-3010 / FAX：

23-3161
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
https://w

w
w
.city.yasugi.shim

ane.jp
メ
ー
ル
：
hisho@

city.yasugi.shim
ane.jp

▲左：発掘調査で出土した瓦。右：
石倉家で所蔵している塼

せ ん ぶ つ

仏（寺
院の内壁等を飾る型押しの仏像）
で、安来市指定文化財です。
◀神蔵神社で、心礎に使用され
た石について解説する石倉さん。

▼
安
来
市
小
学
校
陸
上
大
会
を
取

材
し
て
い
た
ら
、
５
種
目
で
６
つ

も
の
新
記
録
が
出
ま
し
た
。
４
年

ぶ
り
に
観
客
の
入
場
と
児
童
の
声

出
し
応
援
が
可
能
と
な
り
、
こ
れ

が
新
記
録
続
出
の
大
き
な
要
因
に

感
じ
ら
れ
て
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。

や
っ
ぱ
り
応
援
は
、
選
手
の
皆
さ

ん
に
大
き
な
力
を
与
え
る
素
晴
ら

し
い
も
の
だ
と
改
め
て
認
識
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
（
け
）

▼
田
植
え
を
行
う
早
乙
女
、
リ
ズ

ム
を
作
る
太
鼓
や
笛
・
唄
な
ど

で
華
や
か
な
比
田
の
花
田
植
え
。

囃は

や

し子
と
踊
り
で
観
客
の
耳
目
を
楽

し
ま
せ
た
頭
打
は
、
追
神
自
治
会

の
追
神
頭
打
供
盛
団
が
実
施
し
ま

し
た
。
１
カ
月
か
け
て
練
習
を
重

ね
て
き
た
頭
打
。
手
の
甲
や
腕
を

使
い
、
房
の
付
い
た
太
鼓
の
バ
チ

を
く
る
く
る
と
回
し
な
が
ら
練
り

歩
く
様
子
は
壮
観
で
し
た
（
岩
）

安来市の人口と世帯数

人口合計／

世 帯 数 ／

Ｒ5.5.31現在

（男:17,351人　女:18,711人）
3 6 , 0 6 2人

1 4 , 2 4 1世帯

令
和

5年
7月

号

謎に包まれた教
き ょ う こ う じ

昊寺
～資料ひもとく「 教昊寺を語る会」 ～

　

７
世
紀
末
（
西
暦
６
９
０
年
頃
）
の
飛
鳥
時

代
、
宇
賀
荘
地
区
の
野
方
町
に
あ
る
寺
院
が
建

立
さ
れ
ま
し
た
。
名
前
は
「
教き

ょ
う
こ
う
じ

昊
寺
」
と
い
い
、

「
出い

ず
も
の
く
に

雲
国
風ふ

ど

き

土
記
」
に
記
載
の
あ
る
11
カ
所
の
寺

院
の
中
で
唯
一
名
前
が
記
さ
れ
た
寺
で
す
。
こ
の

寺
は
教
昊
と
い
う
僧
侶
が
建
立
し
、
五
重
塔
が
あ

る
と
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

教
昊
寺
は
謎
の
多
い
寺
院
で
、
古
く
か
ら
研
究

が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
正
確
な
場
所
や

寺
の
構
造
が
判
明
し
て
い
ま
せ
ん
。
現
在
で
は
、

塔と

う

し

ん

そ

心
礎
（
上
に
神し

ん
ぞ
う蔵

神
社
が
祭
ら
れ
て
い
る
）
の

存
在
や
、
周
辺
地
の
発
掘
調
査
で
瓦
が
大
量
に
出

土
す
る
こ
と
か
ら
、
教
昊
寺
は
神
蔵
神
社
付
近
に

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
風
土
記
に
名
を
残
し
た
教
昊
寺
を
町
の

宝
と
し
て
大
切
に
し
よ
う
と
で
き
た
の
が
「
教
昊

寺
を
語
る
会
」
で
す
。
会
で
は
、
教
昊
寺
に
関
す

る
勉
強
会
を
行
っ
た
り
、
教
昊
寺
に
関
連
が
あ
る

史
跡
等
へ
の
研
修
旅
行
を
実
施
し
た
り
し
て
知
識

を
深
め
て
い
ま
す
。

　

教
昊
寺
を
語
る
会
の
石
倉
貞
文
会
長
は
、
神
蔵

神
社
に
興
味
を
持
っ
た
南
小
学
校
２
年
生
に
、
生

活
科
の
時
間
で
話
を
す
る
な
ど
精
力
的
に
活
動

し
て
い
ま
す
。
石
倉
会
長
は
「
伝
承
は
残
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
柱
の
跡
等
が
発
見
さ
れ
れ
ば
、
ど
ん

な
建
物
だ
っ
た
か
細
か
く
分
析
で
き
ま
す
。
今
分

か
っ
て
い
る
こ
と
と
あ
わ
せ
、
大
切
に
語
り
継
い

で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

宇賀荘地
区のイチ

オシ！
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